
書
名
か
ら
見
た
近
世
料
理
書
と
近
代
料
理
書

|
|
「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
|
|

一
、
は
じ
め
に

平
成
二
五
年
「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
以
来
「
和
食
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
熊
倉
功
夫
が

日
本
料
理
と
和
食
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
日
本

料
理
も
和
食
も
、
当
然
、
文
明
開
化
の
時
代
に
西
洋
料
理
(
洋

食
)
が
生
ま
れ
た
時
、
こ
れ
に
対
し
て
で
き
た
言
葉
で
、
日
本

料
理
は
石
井
泰
次
郎
の
『
日
本
料
理
法
大
全
』
(
明
治
三
一
年
)

に
お
い
て
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
食
の
初
見
は
ま
だ
見

出
せ
な
い
が
、
さ
ら
に
時
代
は
下
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日

本
料
理
と
い
っ
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
料
理
屋
で
提
供
さ
れ
る

高
級
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
家
庭
食
に
重
点
を
置
い
て
日

余

弘

実

田

本
食
文
化
の
全
体
を
見
ょ
う
と
す
れ
ば
和
食
と
い
う
言
葉
の
方

が
ふ
さ
わ
し
い

(
E
和
食
と
一
汁
三
菜
)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
和
食
」
の
初
出
例
は
筆
者
も
未
見

で
あ
る
。
ま
た
、
「
和
食
」
と
「
日
本
料
理
」
も
近
代
以
降
に
成
立

し
た
語
で
あ
る
こ
と
も
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て

「
和
食
」
と
「
日
本
料
理
」
が
指
し
示
す
イ
メ
ー
ジ
も
異
な
る
の
も

首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
代
料
理
書
の
書
名
と
目
次
を
資
料
と
し
て
、
現
在

「
和
食
」
で
示
さ
れ
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、

日
本
語
学
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

二
六
九
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二
、
近
世
料
理
書
に
お
け
る
外
国
料
理
の
書

平
田
(
一
九
八
五
)
は
、
近
世
に
刊
行
さ
れ
た
外
国
料
理
の
書
と

し
て
次
の
書
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
角
書
は
[
]
で
示
す
。

和
漢
精
進
料
理
抄

八
億
卓
燕
式
記

[
新
撰
会
席
]
卓
椴
趣
向
帳

普
茶
料
理
抄

卓
子
式

清
俗
紀
問

料
理
料
理
早
指
南
第
三
編
「
山
家
集
」

『
料
理
通
』
初
・
三
・
四
編

新
編
異
国
料
理

平
聞
は
外
国
料
理
の
書
の
範
囲
を
広
め
に
設
定
し
て
い
る
よ
う
で
、

『
清
俗
奇
聞
』
を
外
国
料
理
の
書
に
分
類
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
、
題
名
か
ら
、
純
粋
に
外
国
料
理
の
書
と
言
え
る
の
は

『
八
億
卓
燕
式
記
』
『
新
編
異
国
料
理
』
の
二
点
だ
と
恩
わ
れ
る
。
ま

た
『
和
漢
精
進
抄
』
は
、
料
理
を
「
唐
」
と
「
和
」
と
に
分
け
て

「
唐
」
で
中
国
料
理
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
「
巻
煎
」
「
酢
菜
」

二
七
O

苦
手
ウ
ヲ

「
麻
豆
腐
」
な
ど
、
興
味
深
い
漢
字
音
が
振
り
仮
名
と
し
て
付
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
の
料
理
書
は
、
外
国
料
理
と
と
も
に
日
本
の
料
理

も
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
刊
本
で
は
な
い
が
、
幕
末
以
降
の
写
本
と
言
わ
れ
て
い
る

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
に
は

南
蛮
料
理
番

と
い
う
料
理
香
も
存
在
す
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
近
世
の
料
理
書
で
は
先
の
熊
倉
の
指

摘
通
り
「
西
洋
料
理
」
と
い
う
語
は
出
て
来
な
い
。
「
支
那
料
理
」

は
も
ち
ろ
ん
、
当
然
「
日
本
料
理
」
も
使
わ
れ
な
い
。
『
南
蛮
料
理

書
』
や
『
和
漢
精
進
料
理
抄
』
な
ど
、
外
国
の
地
域
を
具
体
的
に
示

し
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
『
新
編
異
国
料
理
』
の
よ
う
に
、
単
に

外
国
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
の
書
名
も
あ
る
。
「
日
本
料
理
」
「
西

洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
と
い
う
語
は
、
近
代
以
降
の
用
語
で
あ
ろ

λ
ノ
。

も
う
一
点
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
外
国
料
理
の
記
述
と
い

わ
ゆ
る
日
本
の
料
理
の
記
述
が
同
一
の
料
理
書
の
中
で
混
在
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
豆
腐
を
様
々
な
料
理
法
を
記
し
た
『
豆
腐

百
珍
』
の
続
編
の
『
豆
腐
百
珍
続
編
』
に
は
、

L

U

U

ふ

ん

と

8

と
う
ふ
を
水
け
な
し
に
塩
を
ふ
り
か
け
暑
の
時
分
に
は
三
時



ふ

ゆ

あ

た

、

と

こ

ろ

ば
か
り
冬
な
ら
ば
温
気
な
る
所
に
一
昼
夜
を
き
っ
か
み
く
づ
し

て
油
に
て
妙
る
(
『
豆
腐
百
珍
続
編
』
六
十
四
)

と
い
う
記
述
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
豆
腐
の
調
理
法
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
中
国
料
理
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
鎖
国
の

中
、
外
国
料
理
の
番
の
刊
行
は
多
く
な
い
と
は
言
え
、
料
理
書
の
読

者
層
は
外
国
料
理
に
関
心
を
抱
き
、
日
本
の
料
理
を
記
述
し
た
書
の

中
に
も
外
国
料
理
の
調
理
法
を
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

姿
勢
は
、
現
在
の
「
和
食
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
近
代
料
理
書
の
書
名
に
お
け
る

「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」

こ
こ
で
は
、
近
代
に
刊
行
さ
れ
た
料
理
番
の
う
ち
、
書
名
に
「
日

本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
が
入
っ
て
い
る
も
の
を
見
て

み
る
。「

日
本
料
理
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、
一

八
八
一
年
の
『
朝
野
新
聞
』
五
月
二

O
日
に
用
例
が
あ
る
。
支
那
料

理
も
一
八
八
九
年
の
『
風
俗
画
報
』
一
号
飲
食
門
に
用
例
が
あ
る
。

「
西
洋
料
理
」
は
、
一
八
七
一

i
一
八
七
二
年
の
『
安
愚
楽
鍋
』
初

編
・
開
場
に
、

書
名
か
ら
見
た
近
世
料
理
書
と
近
代
料
理
書

ひ

ら

か

ζ

う

の

う

ふ

か

み

ぐ

さ

そ
ろ
ノ
¥
開
化
し
西
洋
料
理
。
そ
の
巧
能
も
深
見
草
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」

の
用
例
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
代
の
料
理
書
を
見
て
み
る
。
江
原
絢
子
・
東
四
柳
祥
子
『
近
代

料
理
香
の
世
界
』
の
巻
末
の
「
近
代
料
理
書
目
録
」
は
、
一
八
七

O
年

か
ら
一
九
三

O
年
の
聞
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
料
理
書
八
一
五
点
を

そ
の
内
容
に
よ
り
分
類
し
、
刊
行
年
順
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
目

録
の
構
成
は
、

料
理
番
の
内
容
を
下
記
一
二
分
野
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
初

版
の
刊
行
年
順
に
記
し
た
。
た
だ
し
、
西
洋
料
理
お
よ
び
中
国

料
理
の
二
つ
を
扱
っ
た
本
の
場
合
、
主
と
な
る
分
野
に
分
類
し

た
が
、
日
本
、
西
洋
、
中
国
の
三
種
を
含
む
も
の
は
、
一
般
と

し
て
分
類
し
た
。

①
一
般
②
西
洋
料
理
③
中
国
・
台
湾
料
理
④
素
材
別
料

理
⑤
飯
・
す
し
⑥
漬
物
⑦
菓
子
・
パ
ン
⑧
行
事
・
儀

礼
食
⑨
食
事
作
法
⑩
食
事
療
法
⑬
教
科
書
⑫
食
の
エ
ッ

セ
イ
・
小
説
類

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
右
の
一
二
分
類
の
う
ち
「
①
一
般
②
西
洋

料
理
香
③
中
国
・
台
湾
料
理
」
に
分
類
さ
れ
た
料
理
替
の
書
名
に

「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を

二
七
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一
九
二
五
年
ま
で
、
つ
ま
り
明
治
・
大
正
の
時
代
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
す
る
。
調
査
の
対
象
は
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
の
画
像
と
『
近
代
料
理
書
集
成
』
(
ク
レ
ス
出
版
)
に
収

録
さ
れ
た
料
理
書
と
し
た
。
対
象
と
な
る
料
理
香
の
点
数
は
、
全
体

で

①

一

般

二

六

O
点

②

西

洋

料

理

三

四

点

③
中
国
・
台
湾
料
理
一
一
点

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
書
名
に
「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」

「
中
国
・
台
湾
料
理
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、

①

一

般

一

五

点

②

西

洋

料

理

五

八

点

③

中

国

・

台

湾

料

理

一

O
点

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
の
は
、

A

「

日

本

料

理

」

四

点

B

「

西

洋

料

理

」

二

六

点

C
「

支

那

料

理

」

四

点

で
、
決
し
て
大
き
な
数
と
は
言
え
な
い
が
、
「
西
洋
料
理
」
を
書
名

に
含
む
場
合
が
多
い
。
当
時
の
傾
向
は
示
し
得
る
と
考
え
る
。

で
は
、
書
名
に
「
日
本
料
理
」
「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
を
合

二
七
二

ん
だ
料
理
書
名
を
挙
げ
て
行
く
。
書
名
の
先
頭
に
算
用
数
字
を
を
付

し
た
も
の
は
『
近
代
料
理
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

巻
数
で
あ
る
。
な
お
、
私
に
角
書
等
を
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
。

A

「
日
本
料
理
」

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
日
本
料
理
十
二
ヶ
月

一
一
年
(
一
九
二
二
)
家
庭
日
本
料
理

一
二
年
(
一
九
二
三
)
日
本
料
理
法
大
成

一
四
年
(
一
九
二
五
)
趣
味
と
実
用
の
日
本
料
理

で
あ
っ
た
。
「
日
本
料
理
」
は
、
「
西
洋
料
理
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る

『
安
愚
楽
鍋
』
と
同
時
期
の
『
朝
野
新
聞
』
に
、
既
に
「
日
本
料
理
」

の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
に
、
一
九
0
0年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
わ
ず

か
四
点
の
料
理
書
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

B
「
西
洋
料
理
」

「
西
洋
料
理
」
が
書
名
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
次
の
も
の
が
あ
っ

た。1
明
治

五
年
(
一
八
七
二
)

西
洋
料
理
指
南
上
下

西
洋
料
理
通
上
下
後

手
軽
西
洋
料
理
法

手
軽
西
洋
料
理

西
洋
料
理
法
独
案
内

一
三
年
二
八
八

O
)

一
八
年
(
一
八
八
五
)

一
九
年
(
一
八
八
六
)



九
年
〈
一
八
八
六
)

六
年
(
一
八
九
三
)

二
六
年
(
一
八
九
三
)

2 

二
七
年
(
一
八
九
四
)

二
八
年
(
一
八
九
五
)

二
九
年
(
一
八
九
六
)

三
五
年
(
一
九

O
二
)

三
七
年
(
一
九

O
四
)

三
八
年
(
一
九
O
五
)

三
八
年
(
一
九

O
五
)

一
ニ
九
年
(
一
九

O
六
)

凹
二
年
(
一
九

O
九
)

四
四
年
(
一
九
一
一
)

凶
五
年
(
一
九
一
二
)

大
正
二
年
(
一
九
一
四
)

四
年
(
一
九
二
ハ
)

西
洋
飲
食
物
製
法

即
席
料
理
素
人
庖
丁

洋
料
理
上
下

即
席
料
理
素
人
庖
丁

洋
料
理
上
下

[
独
習
]
西
洋
料
理
法

〔
増
補
日
用
]
西
洋
料
理
法

西
洋
料
理
法
附
長
崎
料
理
法

(
日
用
百
科
全
書
第
十
三
編
)

[
西
洋
料
理
]
厨
の
友

[
常
磐
]
西
洋
料
理

西
洋
料
理
二
百
種

家
庭
西
洋
料
理
法

[
簡
易
]
西
洋
料
理
独
案
内

西
洋
料
理
法

西
洋
料
理
附
・
作
法
と
心
得

西
洋
料
理
法
大
全

西
洋
料
理

[
手
軽
に
出
来
る
]
家
庭
西
洋
料

理

附
手
軽
凶

附
手
軽
西

書
名
か
ら
見
た
近
世
料
理
書
と
近
代
料
理
書

家
庭
実
用
西
洋
料
理
法

イ
l
タ
!
・
ア
ン
ド
・
サ
lヴ
ァ

l

[
宇
野
]
実
用
料
理
法
西
洋
料

理
之
部

一
二
年
(
一
九
二
三
)
実
用
西
洋
料
理

一
三
年
(
一
九
二
四
)
滋
味
に
寓
め
る
家
庭
向
西
洋
料
理

一
四
年
(
一
九
二
五
)
実
用
西
洋
料
理
法

「
西
洋
料
理
」
は
先
に
示
し
た
『
安
愚
楽
鍋
』
の
よ
う
に
、
近
代

料
理
書
で
は
「
日
本
料
理
」
よ
り
も
、
先
ん
じ
て
、
盛
ん
に
使
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
手
軽
」
「
独
案
内
」
「
即
席
」
「
素
人
」
「
簡
易
」

「
手
軽
に
で
き
る
」
な
ど
、
「
西
洋
料
理
」
が
家
庭
に
定
着
し
て
き
た

こ
と
が
表
現
の
上
か
ら
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
、

2
明
治
三
六
年
(
一
九

O
三
)

四
四
年
(
一
九
一
一
)

大
正
一
四
年
(
一
九
二
五
)

七
年
(
一
九
一
九
)

二
年
(
一
九
二
二
)

一
二
年
(
一
九
二
三
)

洋
食
の
お
け
い
こ

洋
食
の
調
理

速
席
家
庭
洋
食
の
仕
方
一
附
・
家

庭
の
心
得

「
洋
食
」
と
い
う
語
が
書
名
の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

も
「
西
洋
料
理
」
の
定
着
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
日
本
料
理
」

が
書
名
の
中
に
出
現
す
る
よ
り
も
先
ん
じ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

二
七
三
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『
洋
食
の
お
け
い
こ
』
と
同
じ
一
九

0
0年
代
の
一
桁
の
時
代
に

」
&

三
八
年
(
一
九

O
五
)
[
欧
米
]
料
理
法
全
書

四
O
年
(
一
九

O
七
)
[
欧
米
]
料
理
法
全
書

の
よ
う
に
「
欧
米
」
を
角
書
に
し
た
料
理
香
が
現
れ
る
。
そ
し
て
大

正
期
に
な
る
と
「
フ
ラ
ン
ス
」
が
書
名
に
入
っ
た
料
理
書
も
見
ら
れ

る。
大
正
一
二
年
(
一
九
二
三
)

一
四
年
(
一
九
二
四
)

で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
近
代
の
料
理
書
の
関
心
の
中
心
は
「
西
洋
料
理
」

と
い
う
語
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
品
司
守
え
よ
う
。
「
日
本
料
理
」
と
い

う
語
は
「
西
洋
料
理
」
に
対
す
る
概
念
と
し
て
生
じ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

c
「
支
那
料
理
」

次
に
「
支
那
料
理
」
を
見
て
み
る
。

明
治
四
二
年
(
一
九
O
九
)
[
日
本
の
家
庭
に
応
用
し
た
る
]

支
那
料
理
法

[
実
用
家
庭
]
支
那
料
理
法

家
庭
向
の
支
那
料
理

仏
蘭
西
料
理
全
書

純
粋
フ
ラ
ン
ス
料
理

四
五
年
(
一
九
一
二
)

大
正
一
三
年
(
一
九
二
四
)

二
七
四

一
四
年
(
一
九
二
五
)
手
軽
な
総
菜
向
支
那
料
理

「
支
那
料
理
」
も
「
日
本
料
理
」
や
「
西
洋
料
理
」
と
同
時
期
に

用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
日
本
料
理
」
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

見
せ
て
い
る
。
な
お
、
『
近
代
料
理
香
集
成
』
に
は
、
今
回
調
査
対

象
の
下
限
と
し
た
一
九
二
五
年
か
ら
一
年
後
の
中
国
・
台
湾
料
理
書

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。

7
大
正
一
五
年
(
一
九
二
六
)
素
人
に
出
来
る
支
那
料
理
(
婦

人
之
友
料
理
叢
書
3
)

7

一
五
年
(
一
九
二
六
)
手
軽
に
出
来
る
珍
味
支
那
料
理

法

「
支
那
料
理
」
の
書
名
も
、
「
日
本
の
家
庭
に
応
用
し
た
る
」
「
実

用
家
庭
」
「
家
庭
向
」
「
手
軽
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
お
り
「
支

那
料
理
」
の
定
着
の
様
相
が
わ
か
る
。

7 

四
、
近
代
料
理
書
に
お
け
る
和
食

前
章
に
よ
り
「
日
本
料
理
」
の
用
例
が
多
く
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
現
在
の
「
和
食
」
の
よ
う
に
、
食
欲
に
外
国
の
素
材
、
調
理
法

も
取
り
入
れ
る
料
理
書
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
代
の
料
理
書

も
近
世
の
『
和
漢
精
進
料
理
抄
』
と
同
様
に
同
一
の
料
理
書
の
中
に



日
本
と
外
国
の
料
理
を
記
述
し
て
い
る
。

明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
)
[
日
本
支
那
西
洋
〕
料
理
独
案
内

全
附
礼
式
及
食
事
法

一
七
年
(
一
八
八
四
)
[
日
本
西
洋
]
料
理
指
南
全

一
名
経
済
家
必
携

二
O
年
(
一
八
八
七
)
[
日
本
西
洋
支
那
]
三
風
料
理
滋

味
之
饗
奏

二
二
年
(
一
八
八
九
)
[
和
漢
西
洋
]
料
理
法
自
在
(
表

紙
日
本
支
那
西
洋
料
理
法
全
)

6

二
二
年
(
一
八
八
九
)
和
洋
菓
子
製
法
独
案
内
附
菓
子

屋
規
則
条
例
註
釈

4
大
正
四
年
(
一
九
一
五
)
家
庭
和
洋
保
健
食
料
三
食
献
立
及

料
理
法

こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
な
外
国
の
素
材
・
料
理
法
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
現
在
の
「
和
食
」
の
姿
勢
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
目
次
に
目
を
向
け
て
み
る
。
『
料
理
手
引
草
』
(
明
治
三
一

年
一
八
九
八

3
)
に
は
「
本
邦
料
理
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
現

在
の
家
庭
で
の
和
食
を
指
し
て
い
る
。
『
[
和
洋
]
家
庭
料
理
法
』

(
明
治
三
七
年
一
九

O
四
)
は
「
日
本
料
理
」
を
家
庭
料
理
と
し

て
い
る
。
「
日
本
料
理
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
っ
て
い
た
と

書
名
か
ら
見
た
近
世
料
理
者
と
近
代
料
理
者

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
、
大
正
の
料
理
書
の
題
名
か
ら
「
日
本
料
理
」

「
西
洋
料
理
」
「
支
那
料
理
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

そ
の
結
果
、
近
世
料
理
書
の
国
名
・
地
域
名
が
付
け
ら
れ
た
題
名

と
近
代
料
理
書
の
そ
れ
ら
の
題
名
は
、
国
名
・
地
域
名
が
全
く
異
な

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
近
世
と
近
代
の
大
き
な
違
い
が
見
ら

れ
る
。
一
方
、
食
欲
に
外
国
の
知
識
・
料
理
法
を
取
り
入
れ
て
日
本

の
料
理
に
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
、
近
世
以
来
の
流
れ
で
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。
現
代
の
「
和
食
」
は
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
上
に
成

立
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
和
食
」
の
は
初
出
例
は
未
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
「
和
食
」

と
い
う
語
が
成
立
す
る
に
は
、
「
和
」
や
「
食
」
と
が
近
代
に
ど
の

よ
う
な
語
と
結
び
つ
い
た
か
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
和
洋
」
「
和
漢
西
洋
」
な
ど
の
語
が
書
名
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
和
食
」
と
い
う
語
の
成
立
の
基
底
は
既
に
出
来
て
い
た
と
思
わ
れ

守
匂
。

二
七
五
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注
(
1
)

熊
倉
功
夫
(
二

O
一
三
)
「
和
食
;
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化

(
巧
何
回
版
)
」
農
林
水
産
省
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

Z
G
υ
¥
¥当
者
宅
・

5
ω
R

伺
0
・
冒
と
¥
}
内
包
}
S
W
C
¥
m
u
己
-2σ
ロロ
-
S
¥
の
三
円
ロ
『
O
¥
4
3
ω
山己
-2・
Z
E
-

(2)

平
岡
高
里
夫
(
一
九
八
五
)
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
外
国
料
理
の

書
」
(
『
論
集
束
ア
ジ
ア
の
食
事
文
化
』
平
凡
社
)

(
3
)

『
牛
庖
雑
談
安
思
楽
鍋
用
語
索
引
』
(
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集

〈

九

〉

)

(
4
)

江
原
絢
子
・
東
四
柳
祥
子
(
二

O
O八
)
『
近
代
料
理
書
の
世
界
』

(
ド
メ
ス
出
版
)
二
四
二
ペ
ー
ジ
。

二
七
六

参
考
文
献

江
原
絢
子
(
二

O
二
ニ
)
『
家
庭
料
理
の
近
代
』
(
吉
川
弘
文
館
)

原
田
信
男
(
一
九
八
九
)
『
江
戸
の
料
理
史
』
(
中
公
新
書
)

(二

O
O五
)
『
和
食
と
日
本
文
化
日
本
料
理
の
社
会
史
』

(
小
学
館
)

【
使
用
し
た
資
料
】
近
世
料
理
香
は
す
べ
て
、
吉
井
始
子
編
『
翻
刻
江
戸

時
代
料
理
本
集
成
』
(
臨
川
郡
鹿
)
所
収
本
に
よ
る
。
ま
た
、
近
代

料
理
香
は
江
原
絢
子
編
『
近
代
料
理
書
集
成
』
(
ク
レ
ス
出
版
)
に

よ
る
。

(
本
学
特
任
教
授
)


